
CAM

ビギナー向けレッスン

旋盤加工：後編
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⚫ 工具情報の登録

⚫ 加工パスの作成 – 旋盤溝切り –
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⚫ 加工パスの作成 – 旋盤切落とし –

⚫ NCプログラムの作成
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Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

はじめに

本資料の内容は、旋盤加工前編の続きです。旋盤加工前編の操作が終わった状態のデータを
使って、操作説明を進めます。旋盤加工前編をまだご覧になっていない方は、先にご覧いただ
くことをおすすめします。

前編では、旋盤加工の準備段階となる座標系やストックなどの設定、粗取り加工、仕上げ加工
を行いました。

後編では、工具の準備、溝切り、スレッド、切り落とし、NCデータの出力までをご紹介します。



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

工具情報の登録

モデルの溝部分を拡大1

2

加工する部品形状を確認する

［検査］→［計測］をクリック

ここを拡大
1

2



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

工具情報の登録

［エッジ］を2箇所クリック

選択した2つのエッジの距離は、「5mm」であることが確認できました。
溝切りに直径5mmの工具を使うと、削り代が考慮されていないことになります。
もし、それぞれの壁面に0.25mmの削り代がある場合、装着できる工具が限られます。
工具を選ぶ際は、これらを考慮する必要があります。

3

4 ［選択を再開］をクリック

エッジをクリック
3 4



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

工具情報の登録

［閉じる］をクリック

部品背面の［面］をクリック

半径は「50mm」であることが確認できました。
切り落とす工具の長さに対して、半径方向の長さを把握しておく必要があります。

5

6

面をクリック
5

6



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

工具情報の登録

[管理]→［工具ライブラリ］をクリック1

[ドキュメント]内の「Tutorial6」を選択

前のレッスンで表示した2つのツールが表示されます。

2

3

1

工具の登録 (1)

[新規工具］をクリック

2

3



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

工具情報の登録

[詳細］に「3.5mm幅溝切工具」と入力5

4 [旋盤溝切り］を選択

5



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

工具情報の登録

［挿入］タブをクリック6

7 ［形状］に［四角形］が選択されていることを確認

下記のように、形状を設定します。

厚さ： 04 = 4.76 mm

全長： 25 mm

幅： 3 mm

コーナー半径： 04 = 0.4 mm

上端の長さ： 12 mm

溝切り幅： 3.5mm

8

8

7

6



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

工具情報の登録

［ホルダー］タブをクリック9

設定が下記のようになっていることを確認します。

異なる数値になっている場合は、下記と同じになるように設定してください。

単位： ミリ

スタイル： 外部溝切り

ハンド： R = 右勝手

クランプ： D = リジッドロック

形状

上端の長さ： 32 mm

全長： 125mm

シャンク幅： 20 mm

シャンク高さ： 20 mm

丸いシャンク： OFF（チェックなし）

［承認］をクリック

10

11

10

9

11



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

工具情報の登録

1

2

3

工具の登録 (2)

[新規工具］をクリック

1

[旋盤溝切り］を選択

[詳細］に「6mm幅溝切り、切り落とし工具」と入力

3



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

工具情報の登録

5

［挿入］タブをクリック

6

4

下記のように、形状を設定します。

厚さ：09 = 9.52 mm

全長：30 mm

幅：5 mm

コーナー半径：08 = 0.8 mm

上端の長さ：20 mm

溝切り幅：6 mm

［形状］に［四角形］が選択されていることを確認

6

5

4



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

工具情報の登録

8

［ホルダー］タブをクリック

9

7

下記のように設定します。

単位： ミリ

スタイル： 外部溝切り

ハンド： R = 右勝手

クランプ： D = リジッドロック

形状

上端の長さ： 55 mm

全長： 165mm

シャンク幅： 20 mm

シャンク高さ： 20 mm

丸いシャンク： OFF（チェックなし）

［承認］をクリック

8

7

9



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

工具情報の登録

工具が登録されました。

［閉じる］をクリック

10

11

10

11



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

加工パスの作成 – 旋盤溝切り –

［旋盤］→［旋盤溝切り］をクリック1

［工具］の［選択］をクリック2

［ドキュメント］ライブラリ内の
［Tutorial6］を選択

3

［工具］タブ内の条件を設定する

［3 – 3.5mm幅溝切工具］を選択4

［選択］をクリック5

2

1

3
4

5



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

加工パスの作成 – 旋盤溝切り –

［旋盤モード］で溝切りの外側、内側の切

り替えができます。

※今回は変更せずに、［外側溝切り］で

進めます。

6

6



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

加工パスの作成 – 旋盤溝切り –

［フロントモード］を［選択］にする。

1

［形状］タブ内の条件を設定する

エッジをクリック
［フロント参照］の欄に「エッジ」と表示
されます。

2

［形状］タブをクリック

［バックモード］を［選択］にする。

エッジをクリック
［バック参照］の欄に「エッジ」と表示さ
れます。

3

4

5

2

4

エッジを
クリック

エッジを
クリック

35

1



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

加工パスの作成 – 旋盤溝切り –

［半径］タブ内の条件を設定する

［半径］タブをクリック1

［外側半径］の基準位置（［から］）を

［選択］にする。

2

円筒形状の面をクリック。

［基準となる外側半径］に「面」と表示さ

れます。

［内側半径］は加工の一番深い半径を設定

します。モデル形状に入り込むことはあり

ません。

ここでは、［ストックの内径］となってい

ますが、Fusion 360 は溝の最大深さまでし

か加工しません。

※今回は変更せずに進めます

1

3

面をクリック

3 2

4

4



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

加工パスの作成 – 旋盤溝切り –

［切削ピッチ］に「0.25 mm」を入力

1

［パス］タブ内の条件を設定する

2

［最大溝切り切削ピッチ］に「1 mm」を
入力

溝が深い場合は、［ペックを使用］に
チェックし、深さ方向を複数回で加工する
設定を行います。

※今回は［ペックを使用］はチェックをせ
ずに進めます。

［OK］をクリック

加工パスが生成されました。

3

1［パス］タブをクリック

4

2

3

4



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

加工パスの作成 – 旋盤溝切り –

モデルを非表示にすると、加工パスが確認しやすくなります。5

5



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

加工パスの作成 – 旋盤ねじ切り –

1

2 モデルを表示する

パーツの先端部分にネジ山を作成します。

任意のピッチで一条ねじ、多条ねじが作成できます。

加工する部品形状を確認する

［検査］→［計測］をクリック

パーツ先端の方の面を選択。

直径が「20 mm」であると確認できます。
直径 20 mm のメートル細目ねじとして加工するので、ピッチは 1.5 mmで作業を進めます。

［閉じる］をクリック

1

3

4

2

面をクリック
3

4



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

加工パスの作成 – 旋盤ねじ切り –

［旋盤］→［旋盤ねじ切り］をクリック1

［工具］の［選択］をクリック

［Fusion 360 ライブラリ］内の
［Turning – Sample Tools］を選択

［工具］タブ内の条件を設定する

［OD Threading（全長 30 mm）］を選択

［選択］をクリック

1

2

3

4

5

2

3

4

5



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

加工パスの作成 – 旋盤ねじ切り –

［ねじ面］にさきほど計測した直径20 mm 

の面を選択。

選択すると、「面」と表示されます。

1

［形状］タブ内の条件を設定する

［制限］では、選択した面の切削開始と終了の位置を設定します。
［フロント面ストックオフセット］は選択した面の正面方向に対するオフセット値です。
今回は数ピッチ分の距離を設定します。

［フロント面ストックオフセット］に「3 mm」を入力。

2

［形状］タブをクリック

［バック面ストックオフセット］は選択した面の後ろ側の面に対するオフセット値です。こ
こでは、バック面を超えた加工はしたくないので、「0 mm」のままとします。

3

4

面をクリック

1

2 3

4



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

加工パスの作成 – 旋盤ねじ切り –

［半径］タブ内の条件を設定する

［半径］タブをクリック

初期設定では、安全のためクリアランス値は最大値となっています。もし、加

工面に近い位置から開始させたい場合は次の設定を行います。

1

［から］を［選択］に設定。2

円筒形状の面をクリック。

［基準となるクリアランス］に「面」と表示されます。

3

4 ［オフセット］が「10 mm」になっていることを確認。

面をクリック
3

1

2

4



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

加工パスの作成 – 旋盤ねじ切り –

［パス］タブ内の条件を設定する

［パス］をクリック1

［ねじ切りハンド］が［右勝手］になって

いることを確認。

右勝手のねじの設定を行います。

2

［ねじピッチ］を「1.5 mm」に変更

3

［切込みモード］に［減速された切込み速
度］を選択

［切込みモード］では、工具がまっすぐ
突っ込むか、斜めに送り込んでチップの負
荷を軽減するかを設定できます。
切り込みを少なくして、切込み角度をチッ
プの角度の半分に設定するのが一般的です。
これにより、チップの負荷を軽減し、切り
込みのクリーンナップを行います。

4

［ねじ深さ］を「1 mm」にします。

ねじ深さは以下のように計算します。
(ねじ深さ) = {(外径) – (谷の径)}÷2

直径20mm でピッチ1.5mmのねじのねじ
深さは、

(20 – 18) ÷2 = 1 mm
となります。

［切込み角度］に「29.5 deg」を入力

チップの角度が60°、クリアランスを 0.5 °
として、

(60 ÷ 2) – 0.5 = 29.5 °
となります。

5

6

1

2

3

4

5

6



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

加工パスの作成 – 旋盤ねじ切り –

その他に［パス］タブ内で設定できる項目に

ついて説明します。

［マルチスレッドを実行］

多条ねじを作成する際に便利です。

［ねじ先のフェード］

ねじ切りの最終フェードアウト設定を有効に

します。

［スプリングパス］

工具のたわみによって残ったストックを削り

取るために最終仕上げパスを2回実行します。

［サイクルを使用］

固定サイクルとして、粗取りの出力を有効に

します。出力コードをコンパクトにできます。

［OK］をクリック7

7

モデルを非表示にする

加工パスが確認できました。

8

8



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

シミュレーション

［設定］を右クリック→シミュレーション

を選択

モデル全体が見えるように拡大率を調節。

［ツールパスの末尾に移動］をクリック。

ツールパスとねじ形状が確認できます。

［閉じる］をクリック。

3

1

2

4

右クリック

1

3 4



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

加工パスの作成 – 旋盤切落とし –

1

2 パーツの後ろ側にズームし、2つのエッジ
を選択

距離（コーナー半径）が「0.5 mm」であ
ると確認できます。

加工する部品形状を確認する

［検査］→［計測］をクリック

［閉じる］をクリック

2

エッジを
クリック

2

ここをズーム
2

3

3



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

加工パスの作成 – 旋盤切落とし –

［旋盤］→［旋盤切落とし］をクリック1

［工具］の［選択］をクリック2

3

［工具］タブ内の条件を設定する

4

5

［ドキュメント］ライブラリ内の
［Tutorial6］を選択

［4 – 6mm幅溝切り、切り落とし工具］を
選択

［選択］をクリック

1

2

3

4

5



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

加工パスの作成 – 旋盤切落とし –

ご利用の機械によっては、パーツキャッ
チャーを利用できます。ポストプロセッサー
にこの機能が設定されている場合、バスケッ
トが伸びて、最終カット位置の手前で部品を
キャッチします。

※ここでは、［パーツキャッチャーを使用］
はチェックなしで進みます。



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

加工パスの作成 – 旋盤切落とし –

［バックモード］を［モデルバック］に

なっていることを確認します。

1

［形状］タブ内の条件を設定する

［面取り］にチェックします。

2

［形状］タブをクリック

［面取りタイプ］に［フィレット］を選択

［フィレット半径］に「0.5 mm」を入力

3

4

5

1

2

3

4

5



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

加工パスの作成 – 旋盤切落とし –

［半径］タブ内の条件を設定する

［半径］タブをクリック1

［外側半径］の［から］を［モデルの外径］に設定2

［内側半径以下の切削距離］に「0.75 mm」を入力

切り落とし工具のエッジには0.8mmの半径があるためです。

［内側半径］の［から］を［ストックの内径］に設定3

4

3

1

2

4



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

加工パスの作成 – 旋盤切落とし –

［パス］タブ内の条件を設定する

［パス］をクリック1

2

3

4

［ペックを使用］にチェック

［ペックを使用］をオンにすると、加工の

長さによって、複数回に分けて加工ができ

ます。長いチップができる場合に使用する

とよいでしょう。

［ペック深さ］に「10 mm」を入力

［ペック退避］に「2 mm」を入力

［減速された送りと速度を使用］にチェッ

ク

［減速された送りと速度を使用］を有効に

すると、最終切削位置の前で送り速度を減

速できます。

［OK］をクリック

加工パスが生成されました。

5

6

3

1

2

4

5

6



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

NCプログラムの作成

1

2

モデルを非表示にする

［Esc］キーで加工パスの選択を解除する

モデルを表示する3

3

1



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

NCプログラムの作成

［設定］→［NCプログラムを作成］をク
リック

1

2

［操作］タブ内で加工パスを選択する

1

［操作］をクリック

今回は、加工パスの情報が表示されてい
ませんが、［NCプログラムを作成］時に
加工パスを選択していた場合は、その加
工パスの情報が表示されます。

3

2

「設定」にチェック

右側にすべてのパスの情報が表示されます。

3



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

［設定］タブ内の条件を設定する

NCプログラムの作成

［設定］をクリック

［製造］ワークスペースで最初に定義した「設定」が反映されています。

1

［エディタでNCファイルを開く］のチェックを外す

※オンにしておくと、NCデータを作成した時に、指定のエディターが開きます。

2

［設定］タブでは、ポストプロセスの項目を決定していきます。

左側の項目では、どのポストを使用するのかなど、右側のポストプロパティでは、どのオプショ

ンを利用するかなどを設定します。

必要であれば、［出力フォルダ］を任意のフォルダに変更

3

1

2

3



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

NCプログラムの作成

［ポスト］→［ライブリラリから選択…］をクリック4

［HAAS Turning］をクリック

5

［選択］をクリック

5

8

4

［フィルタ］で［旋盤］をチェック

［ベンダー］で［Haas Automation］を選択6

7

8

6
7



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

NCプログラムの作成

ポストには、機能をオン・オフするためのスイッチ設定項目がついています。ポストプロパティ

には、いくつかの設定項目があります。もし、ポストが利用しているマシンに合っていないよう

であれば、設定が適切にオン・オフされていないことが出力に影響している可能性があります。

また、すべてのポストプロセッサーに同じ設定項目があるわけではないので、ご注意ください。

これらの設定項目の詳細については、［ヘルプ］アイコンから［学習とドキュメント、製品ド

キュメント］を参照してください。

詳細はこちら

ポストプロパティの
設定項目



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

NCデータを出力する

NCプログラムの作成

［OK］をクリック

［ブラウザ］にNCプログラムが作成されました。

1

1



Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

NCプログラムの作成

「NCプログラム1」をクリック1

青くハイライトされた状態でもう一度ク

リック

NCプログラムの名前を「Turning with Cut-

off」に変更。

複数のNCプログラムを作る時には、名前

を変更すると管理がしやすくなります。

「Turning with Cut-off」を右クリック

［編集］で、作成したNCプログラムを編

集できます。

［重複］を利用すると、異なるNCプログ

ラムを作成し、異なる出力要件に対応す

ることもできます。例えば、切り落とし

を含まない別のNCプログラムを作成でき

ます。または別のマシン用に、別のポス

トプロセッサを使用して異なるNCデータ

を用意することもできます。

［ポスト処理］をクリック

画面右下にメッセージが表示されます。

ここにマウスを重ねている間、表示は消

えません。

メッセージをクリック

エディターが開きます。
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NCデータを確認・編集する

右クリック
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Fusion 360 CAM ビギナー向けレッスン

NCプログラムの作成

NCデータの内容を確認し、閉じる。7

Fusion 360 ビギナー向けレッスン
旋盤加工：後編はこれで終わりです。
お疲れ様でした。
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